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Measurement examination of the pressure in the soil with the pressure sensor
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ら半径 10 cm 付近で、最終的には土壌面か








Fig.5 は 3 個の圧力センサの自動計測機器
構成で、左上は 3 つの圧力センサ用 1 kΩの
分圧回路基盤、右は 2 sec / 8 min（9 V 印
加）の直流電源（関数発生器）、左下はデー


















































圧力センサの埋設当初、3 月 4 日と 3 月 11
日給水後、実験終了時の水平方向の圧力
（力）は、Fig.7 に示す検量線から読み取ると、
埋設当初の土壌圧力（力）は 80 g 付近であ

























る。また、Fig.6 の抵抗値変化でも 2 回の給
水前後で土壌圧力の急激な変化は見られてい
ない。
今後の課題として、今回使用の高分子圧膜
の圧力センサは土壌の圧力変化を連続して数
十ｇの変化として捉えることが確認できたが、
更に微小な数ｇの変化は検出できないか検討
したい。また、今回は土壌圧力を水平方向の
変化で捉える設置法としたが、重力方向で捉
える設置法も検討して見た。しかし、圧力セ
ンサの検知面が恒常的に押し付けられると押
し付け圧が取り払われても樹脂面の回復力が
乏しい現象が見られ、樹脂そのものの耐久性
も更に考慮する必要がある。
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